
平成 27 年度　山口県立大学前期公開授業

医学・医療の進歩は著しく、それに従事する人はもとより、

受ける人も医療の水準を知ることが大切です。

この授業では、患者自身が医療を選択し決定する、いわゆる

「自己決定権の確立」に役立つよう、人間をトータルで捉え、

多方面から医学・医療を解説します。本学教員をはじめ

医学・医療現場の第一線で活躍する講師陣による講義で

プログラムを組み立てております。

期　 間：4月 13日（月）～ 7月 27日（月）

　　　　　　　　　各回 17:50 ～ 19:20

受 講 料：1回 500 円 (10 回以上 5,000 円）

会　 場 :山口県立大学 本館 A32 教室

●13 回以上受講された方には、

　 「山口県立大学公開授業修了証書」を

   授与いたします。

●お申込みは TEL・FAX またはハガキで

　下記までご連絡ください。

●詳しい日時と内容は裏面をご覧ください。

お申込み・お問合せ

〒753-8502　山口市桜畠 3-2-1　
山口県立大学附属地域共生センター共生教育部門 宛

TEL　083-928-3495
FAX 083-928-3021

医学

※本講義は通常月曜日開講ですが、

　第 4回目のみ木曜日開講となります。

　お間違いのないようお気をつけください。

全　　　　　回 部分受講可

【会場案内図】
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前期公開授業｢医学｣を受講します。  

お名前（ふりがな）  

ご住所 〒 

電話・FAX  

電話またはFAX、ハガキでお申込みください。

◆受講申込書
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山口県立大学学長

長坂 祐二

地方独立行政法人
山口県こころの医療センター院長
兼行 浩史

山口県立大学理事長

江里 健輔

医療法人いぶき会
針間産婦人科理事長・院長
金子 法子

山口県立大学看護栄養学部教授

吉村 耕一

山口県立大学理事長

江里 健輔

山口県立大学看護栄養学部教授

内田 耕一

すえなが内科在宅診療所
院長
末永 和之

山口県立大学看護栄養学部教授

内田 耕一

テーマ 講 師

人体の構造と機能

人体を個体・器官系・臓器・組織・細
胞の階層別レベルで観察することを通
し、人体の構造と機能を理解する方法
を解説する。

何故、血管が硬くなるの？
高齢になるにつれて、血管がかたくなる
（動脈硬化）。また同じ年齢でも若く見
える人、年寄りに見える人など様々である。
その仕組みを解説する。

生と性について考える

性教育とは。情報社会の現在、命について
どう伝えるか。「かけがえのない命」という
言葉は、時として傷付ける言葉ではないか。
生と性について考える。

病気に罹らない体は

　　　　　つくられるの？

人の身体は不都合な物質を受け入れな
い。しかし体力が低下してくると、細
菌などの身体に悪い物質を排除できな
くなる。そのメカニズムを解説する。

肝疾患の現在と未来

アルコール性肝障害やウイルス性肝炎
について、またそれらの肝疾患の合併
症など身近なことを例に学ぶ。また最
近の治療方法の進歩についても学ぶ。

肥満症の治療

食事の欧米化に伴って、日本でも肥満
が問題となってきている。肥満にかか
わる様々な問題を取り上げる。また肥
満症の最新の治療についても学ぶ。
日本人の3人に1人が癌で死亡する現代、
癌の予防、克服ができるよう癌の基礎知識を
持っておくことが大切である。わが国に多い
癌の一つ、大腸がんについて概説する。

生活習慣病

日本人に多い癌～大腸がん

糖尿病の予防と治療
糖尿病の原因、病態、予防、治療につ
いて、最近の臨床試験のデータに基づ
いて解説する。

QOL（生活の質）と医療

現代の医療では単に病気を治すだけでなく、
QOL（生活の質）が重視されている。QOLとは
何か、QOLをどう考えたら良いのかについて
具体例を示しながら概説する。
生命は限られている。永遠に生き長らえる
ことは人の夢である。細胞を再生出来れば
この夢がかなう。再生医療の現状を紹介し、
社会にもたらす影響を検討する。

再生医療

求められる医療人とは

まとめ

看護師としての勤務経験や、夫・家族
の看取りの経験を活かした「命を守る」
ための県議の活動を通し、医療人に求
められる姿勢、心のあり方を考える。

「医学」の授業全体を踏まえて、健康
と疾病について考える。

山口県立大学学長

長坂 祐二

山口大学大学院医学系研究科
器官病態外科学准教授
榎 忠彦

山口県立大学看護栄養学部教授

吉村 耕一

山口大学大学院医学系研究科
器官病態外科学教授
濱野 公一

山口県立大学学長

長坂 祐二

山口県議会議員

藤井 律子

内　容
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◆講座内容

（月）
4／13

認知症とともに生きる

4／27
（月）

（月）
5／11 ストレス応答と病気

（月）
5／18

（月）
6／1 いのちへの寄り添い

～がんと緩和ケア～

（月）
6／8

（月）
6／29

（月）
7／6

（月）
7／27

10年後には全国700万人に達する認知症の
人が、住み慣れた地域で自分らしく暮らし
続けられる社会を実現するために、まず
認知症への理解を深める機会を提供する。

ストレスに適切に対応するためのスト
レス応答の仕組みが破綻すると病気の
発症や悪化につながる。具体例を示し
ながら概説する。

いのちとは何か？自分のこの世の存在とは
何か？生死に直面した患者と家族の苦しみ
に寄り添うことの大切さをホスピスの現場
から伝える。がんについても述べる。
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